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政策Ⅳ『活力』：魅力ある資源を活かした 誇りのもてるまち
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意欲あふれる農業後継者や新規就農者によって安全でおいしい高品質な農作物が生産

され、消費が拡大するとともに、地域ぐるみで農村環境を保全するなど、農業を通して地域が

元気になっています。

施　　策  1 農業の高度化

主要施策 （1）農業の活性化

政策Ⅳ『活力』魅力ある資源を活かした 誇りのもてるまち

将来あるべき姿

❶兼業農家が多く、就農者の高齢化や後継者不足により農家数が減少するとともに、水稲をはじめ
とした農作物価格の下落により、農業経営が難しくなっています。

❷安全・安心で高品質な農作物へのニーズが高まる中で、地域農作物の消費拡大やブランド力向上
が必要です。

❸農家の高齢化や後継者不足により遊休農地が増加しており、周辺の農地だけでなく地域の環境
に悪影響を及ぼしています。管理ができなくなった農地については、地域の活動により環境の保
全に取り組む必要があります。

❹ため池や用排水路の老朽化が進み、補修や更新が遅れると耕作意欲が低下し、農地の荒廃につ
ながります。加えて、洪水緩衝機能が損なわれ、地域防災力の低下が懸念されます。

❺有害鳥獣による被害が年々増加しており、これまで実施してきた個体数調整による捕獲が限界

にきていることから、地域ぐるみによる被害防止対策に取り組む必要があります。

※6次産業
1次産業（農林水産業）
が2次産業（加工）・3次
産業（サービス・販売）
と連携して経営の複合
化・多角化を進めるこ
とをいう。近年では、各
産業の単なる寄せ集
め（1＋2＋3）ではなく、
相互の産業を有機的・
総合的に結合を図るこ
と（1×2×3）が提唱さ
れている。

指標とその目標

61.8％ 70.0％
市民アンケートによる農地の保全や「農」の担い手の
確保について満足と感じる市民の割合

指 標 名 指標の考え方 実績値（H18） 現状値（H23） 目標値（H29）

61.4％
農地保全などの取組の市民
満足度

44.0％ 50.0％
市民アンケートによる市内で生産した農作物を「購入
している」市民の割合 ━地 産 地 消 の 状 況

141件

1,000件

農地利用集積計画件数

（上段：単年度、下段：累計）

161件
新 規 の 農 地 集 約 件 数

126件

102件

141件

102件

老朽化ため池の改修件数

農地・水保全管理支払交付金事業取組件数

114件

━
土地改良施設の改善状況

4,467千円 4,000千円市町別農作物被害状況調査による有害鳥獣の被害額 15,338千円有 害 鳥 獣 被 害 額

※農商工連携
農林業者と商工業者が
それぞれの有する経営
資源を互いに持ち寄り、
新商品・新サービスの
開発などに取り組むこと。

❶【安定した農業経営の構築】
人と農地の問題解決に向けた担い手の確保、効率的で収益性の高い農業を確立するために、集落と
連携した農地の集約を促進します。また、集落営農組織と認定農業者を育成するとともに、農業用機
械の導入などについて支援します。

❷【地域共生型農業の育成】
地域の特産品である酒造好適米「山田錦」の販路拡大やブランド力向上をはじめ、特色ある農作物の
生産などを支援します。また、地元農産物の直売所を活用した育成や学校給食などでの使用、農商
工連携※や6次産業※化を目指した特産加工品の開発などにより、生産者の生産意欲の向上と、安全で
おいしい農作物の消費拡大を進めます。

❸【農業の再生と遊休農地の解消】
「地域の農地は地域で守る」を目標に、担い手や集落営農組織による農地の保全を支援するとともに、
農家が管理できない優良農地の遊休化に対応する地域の取組についての支援制度を検討します。

❹【生産基盤の整備と管理】
農業用水の安定的な確保と防災上の観点から、老朽化したため池や用排水路を計画的に改修します。
また、農家と地域住民が共同で行う農地・農業用施設の保全管理と更新など長寿命化の取組を支援
し、農村環境の向上を促進するとともに、地域活動の定着化を推進します。

❺【有害鳥獣対策の推進】
有害捕獲や狩猟による捕獲、特定外来生物捕獲を進めるとともに、防護柵の設置をはじめとした地域
ぐるみの被害防止対策を支援します。また、自立的に対策を実施できる農家の育成に取り組みます。
さらに、野生動物の行動習性は広範囲であり広域的な獣害対策が必要なことから、近隣市町との連
携も強化していきます。

◆市民は、安全な食生活や地産地消の推進のため、地元農作物を積極的に購入します。
◆農家自らが主体的に、地域ぐるみの有害鳥獣対策に取り組みます。
◆農家だけでなく地域ぐるみの共同活動で、農地や農業施設を保全します。
◆農業の効率化・集約化による経営の安定化のために、農地の流動化に取り組みます。
◆事業者は、経営基盤の強化のために、集落営農組織により農作業の省力化、効率化に取り組みます。
◆事業者は、農作物の価値を高めるために、農産物加工に取り組みます。
◆事業者は、新鮮でおいしい安全な農作物を生産し、市民に供給します。

市民・事業者等の取組

【No.33 観光の振興】96ページ
観光との連携や、道の駅・イベントなどを活用した都市との交流事業などにより農産物の消費を拡大します。

関連する主要施策との連携の方針

◎農業振興地域整備計画、鳥獣被害防止計画

部門別計画

まちの現状と課題 市の取組
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